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研究成果の概要（和文）： 

慢性ストレスによって視床下部―下垂体―副腎(HPA)系の機能不全をしばしば起こす。社会心理

的なストレスは、交感神経副腎髄質系のマーカーとして唾液アミラーゼの活性化をもたらす。

本研究は、大うつ病性障害において唾液アミラーゼ、コルチゾール反応を調べた。大うつ病性

障 害 の Profile of Mood State (POMS) の Tension-Anxiety, Depression-Dejection, 

Anger-Hostility, Fatigue, Confusion の値は増加していた。大うつ病性障害の唾液アミラー

ゼの値は、電気刺激前後で健康正常人と比較して有意に増加していた。唾液アミラーゼが大う

つ病性障害において有用な生物学的マーカーとなりうることを示唆していた。 

 

研究成果の概要（英文）： 

Chronic stress has often induced dysregulation of the hypothalamic-pituitary-adrenal 

(HPA) axis by. In comparison, psychosocial stress-induced activation of salivary 

α-amylase (sAA) functions as a marker of sympathoadrenal medullary system (SAM) activity. 

The present study measured sAA and salivary cortisol levels in patients with major 

depressive disorder. Tension-Anxiety, Depression-Dejection, Anger-Hostility, Fatigue, 

and Confusion scores in patients with major depressive disorder were significantly 

increased compared to healthy controls. SAA levels in major depressive disorder patients 

were significantly elevated compared with controls both before and after electrical 

stimulation. These preliminary results suggest that sAA might be a useful biological marker 

of major depressive disorder. 
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１．研究開始当初の背景 
大うつ病性障害は、慢性ストレスによって視
床下部―下垂体―副腎(HPA)系の機能不全を
しばしば起こす。社会心理的なストレスは、
交感神経副腎髄質系のマーカーとして唾液
アミラーゼの活性化をもたらす。唾液コルチ
ゾールに比べて、唾液アミラーゼは大うつ病
性障害ではほとんど研究されていない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、ストレスとして電気刺激を用いて
大うつ病性障害にける唾液アミラーゼ・コル
チゾール反応を調べた。 
 
３．研究の方法 
対象は大うつ病性障害患者および健康正常
人である。心理テストである Profile of Mood 
State (POMS)、State-Trait anxiety 
Inventory (STAI) scores,と自律神経試験で
ある Heart Rate Variability (HRV)も併せて
施行した。 
 
４．研究成果 
大うつ病性障害の POMS の Tension-Anxiety, 
Depression-Dejection, Anger-Hostility, 
Fatigue, Confusion の値は、健康正常人に比
較して増加していた。逆に Vigor の値は、減
少していた。HRV の値は、大うつ病性障害患
者と健康正常人の間で有意な差はなかった。
大うつ病性障害の唾液アミラーゼの値は、電
気刺激前後で健康正常人と比較して有意に
増加していた。唾液コルチゾールの値には両
群間で差は認められなかった。これらの結果
は、唾液アミラーゼが大うつ病性障害におい
て有用な生物学的マーカーとなりうること
を示唆している。 
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